【　入試専門委員会　議事録　】

〔日　時〕： 平成14年4月10日（水）

　　　　　　午後14時00分　～　午後16時00分
〔場　所〕： 公立大学協会　会議室
〔出席者〕： 東京都立大学　総　　長　　荻上　紘一（委員長）
　　　　　　東京都立大学　入試課長　　佐藤　信秀（委　員）

　　　　    横浜市立大学　教養部長　　只腰　親和（委　員）

　　　　    大阪府立大学　学生部長　　切畑　光統（委　員）

　　　　　　大阪市立大学　教務部長　　高田　昭正（委　員）

　　　　    公立大学協会　事務局長　　宮澤　夏樹（委　員）

　　　　　　

　　　　　　東京都立大学　入試課係長　後藤　光男（事務局）

　　　　　　東京都立大学　入試課主事　太田　幸輝（事務局）

　　　　　　大阪市立大学　入試課長　　淺田　恒夫（オブザーバー）

　　　　　　公立大学協会　事務局員　　中田　　晃（事務局）

　　　　　　　　    　　　事務局員　　吉多　紀彦（事務局）














〔議事次第〕

1． 入試専門委員会委員長あいさつ

　　　荻上委員長：第1回委員会では、さまざまな意見・提案を自由活発に発言していただきたい。

2． 報告事項

（1） 組織検討会報告

宮澤事務局長：委員会の組織は、第１委員会、第2委員会、第３委員会並びに特別委員会、専門委員会とするが、当面の間は、第１委員会および第２委員会を設置し、緊急かつ専門的な課題については、特別委員会・専門委員会で対応するものとする。

　　　　　　　委員会は、年５，６回程度開催し、毎年１テーマ以上の研究・開発を行う。公立大学の発展のため、これまでの形式的な委員会運営を改め、各委員会が専門家集団として、責任を持って研究・開発課題に取り組んでいく。

　　　　　　　
（2） ２１世紀に公立大学協会が目指す方向

宮澤事務局長：資料「２１世紀に公立大学協会が目指す方向」に掲げられているように、これからの公立大学に共通する課題は多種多様である。これらの課題を踏まえ、今後、入試専門委員会で取り組む研究・開発テーマを明確にし、取り組んでいかなければならない。

　　　　　　　また、今後の活動スケジュールを説明。

（3） 公立大学協会の規程並びに協会役員等について

宮澤事務局長：資料「公立大学協会規程集」に基づき報告。

（4） その他

宮澤事務局長：入試専門委員会は、本来は、第２委員会の担当事項である入試制度を専門的に検討する委員会として設置されるものである。その意味で、入試専門委員会は、第２委員会のもとに置かれているわけであるが、特別の場合を除き独自に活動することが、第２委員会で決められたことを申し添える。
3． 議　題

（1） 入試関係業務一覧について

宮澤事務局長：公立大学協会からの提案として、資料「公立大学の入試関係業務」を作成した。業務内容として適当かどうかを検討していただきたい。

荻上委員長 ： 資料「公立大学の入試関係業務」を参考に、まず、どの課題から着手すべきかについて、発言していただきたい。

　　　　　　　実際のところ、各大学の入試業務の実態が把握できていないので、具体的な研究・開発テーマを決めるためには、まず、入試関係の全学的な基礎データが必要である。情報収集なくして具体的な議論は難しいと思われる。入試業務全般に関するアンケート調査を行ってはどうか。

宮澤事務局長：データ収集について、どのようなデータが必要なのか、入試専門委員および公立大学協会事務局で、どのように業務分担をするのかを明確にする必要がある。

切畑委員　　：入試ミスも大きな問題である。入試ミスを防ぐためには、まさに入試業務に関する危機管理のプロフェッショナルが必要となるわけであるが、公立大学は、職員が異動する関係から、プロフェッショナルを育てにくい環境にある。これに対して、各大学ではどのように対処しているのか、また、この問題に教員がどの程度コミットしているのかもアンケート調査していただきたい。

高田委員　　：入試業務は、秘密保持の必要性があるため、各大学にアンケート調査しても、実態を把握するのは困難なのではないか。

只腰委員　　：全ては無理かもしれないが、ある程度は回答してもらえるだろう。

切畑委員　　：入試問題のミスも、つまらないミスがある。

高田委員　　：ミスが起きた時の対応が大切である。

荻上委員長　：ミス防止と対応策の調査にできる限りの努力をする必要がある。

宮澤事務局長：では、公立大学の入試関係業務の調査・研究項目に、

1 入試業務内容の実態把握のための全学的な調査

2 入試ミスの実態とその対応・対策に関する調査

を加えることとする。

荻上委員長　：②の入試ミスに関する調査については、来年度入試に間に合わせるべきではないか。

委員全員　　：そうするべきである。

淺田事務局員：文部科学省に４月20日までに提出しなければならない、入試に関する調査があるが、それをこちらにも提出してもらったらどうか。

宮澤事務局長：依頼する。

　　　 荻上委員長　：その他に、緊急に取り組まなければならない事項があれば、発言していただきたい。

切畑委員　　：センター試験の５教科７科目への移行に、試験日程との関係でどう対処するか。

　　　　　　　また、情報開示の流れは避けられないが、どこまで開示すべきかについても調査する必要があるだろう。

只腰委員　　：開示請求があった場合の対応策について調査したい。

佐藤委員　　：非開示とする場合の基準の設定が難しいところである。

（2） 今後の役割分担について

荻上委員長　：委員および公立大学協会事務局が、それぞれ協力、分担して調査を進めなければならない。また、メール等で連絡・依頼していくことになるので、協力をお願いしたい。

委員全員　　：承知した。

（3） 研究・開発について

宮澤事務局長：年に５回程度、入試専門委員会を開催し、何らかの研究結果を出していかなければならないと考えている。

荻上委員長　：では、これまでに出された４つの当面する緊急課題（調査・研究項目参照）への調査を行い、その結果を基に研究・開発課題を探っていく、ということでよろしいか。

　　　委員全員　　：同意する。

（4） その他

・各委員及び事務局間の情報・意見交換を、メール等にて積極的に行っていくことを全員で確認した。

・次回入試専門委員会は、平成14年６月14日（金）14時に公立大学協会事務局会議室にて開催予定とする。

○調査・研究項目（当面する緊急課題への対応）

１　入試基本データの収集分析

　　・大阪市大が調査のたたき台をつくる

２　入試実施方法の改善（出題・採点等の実施体制、危機管理）

　　・横浜市大が担当

　　・「文科省への報告」をこちらでも集め分析

３　入試情報開示の拡大

　　・都立大が基準に関する調査のたたき台をつくる

４　５教科7科目（入試センター試験）に向けた指針
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